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300Hエ　　100％

Z≡工RP（公瑠Kイ直）ぬ3帆

　十2．9．0

　十46，0

　十50、O
l、『εrHzこδ4＝5「er【ヱは

　A凶変調　可．
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～

sバンド中継恩

ビーコン：1、『會甑

三則距．：帯域巾　8，a酬£ i

周波叡　aコ酬工　（上り回線）

1、『酬x　（下り回線） i
機械式デ入パンアンテナ（岡DA） …

βバンド，Xバンド，　Kバンド　各ディツシェ形

リフレクター

爾 βバンドナムニ了ンテ・ナ

@　スピン軸に皇直な2「伺への放射パターン左もつ

i隻

堰
E
こ

リングアレイ　　　：L30．パターン〉一10民B i
V卜｛Fオム、ニアンテ’ナ i

千案予アンテナ i

テレメータ糸 ｝

周｝皮：数　：　136　岡Hz　帯
ir

丁丁出力；Zw
コ〔ン　＝コ　一ろ7　　；　　6∠喜一6りてP乞6〈宝　／1…を∠し。，2．‘乙

i

8藤／一
；

データ速度：乙50幽んω ト

り一ヤソネ1レ：　128伽脇

一アナログ：　マ6今一ヤンネ1レ

ディヅタル：8『ビット
ヒ

働 コマンド糸 1
，

固回数：：14－8卜田z帯 レ

変吉周力’式　：　Pσ　1）1／丁＝5　　K／1＼1》1／Pl＞1・ナヤンネル数：12．8・

i
l
，
l
i
』

2「式　：Z種の　ト｝ン（　“　1”：8600H瓦，　“0”：『4－oo　卜｛z　）

静止位置’：東経130　土0、5’度

；
i
；

軌道保梼：緯度か伺　±1、o似内

　　　　　　　　o引o度之「何　土0、5妹内 ド

アンァナ角度制御範囲：東画オ何　士ギ　（0、2◎ステップ）
，1～

晋勢子足精度＝o、ビ　（3の
11

ミ・・…ンヨ　ソ　　　冠　：　1　　エ！入上一　　（　P1三　　　：　6　サ　　勾入よ＝
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AACS

　　1．7GHz

　　　　MDA　　　o11．5GHz

　　　　　34。5GHz
　O　　　O

亭課

鷹1一攣・

Rou」ry　Joirb巳

鳶濡
職1

　　磯　M。D
1乳7ﾇ1ぎ凹z

呂鉛v・

εと貯，　謝し

×9　×6識M・D

L厘L饗ぎ闇．＿」

矛1，6図　　PETプロツ7タ7ア7ラム

こ淑ら：ヲ3皮のビーコンぱ．　位；f召が互：に一

茅L7図Kあす。受修1装置，アンデナ制

御叛置は／o％ψア・ンテナ下り寿含醒く収

められ，検謝契1はデータ処理装置の設

置ぞ淑1ζ26飢〆ア〉デナ7了導きぞ・ケー

プ’レご送，う眠る・降雨レーダはア｝デナ

及次送受修装置ρ“約／k頒の長2のプー

プ1レご、26飢グ寿含1二あうデータ処理・

制御計算蒙置と詰ば承ひる・庇島受咋

1＝あげる各施設め配置図を矛1・8図1扇⑳爾
　　ヲタ身Hz・影’ラシ不メータrま．2遷す。

飢φ庁含φ屋よ；1こ置ρ、蔽衛望方向1て固定，

し斥尺空子下平灘刻定⑬・贈賄測罫
ば26飢戸アンテナ南剣1二設琶でれζの

る威艇静鋼妖飛台・イ也・こ・
即応型雨量誹が受修局反当伝搬跨下の中

首投等3紡「訂46設置で敢ひう・岬
禿型雨量計は、ジョーゴζ’1事あ尺爾カザ老

の零墨・・ら、カー事大2吏っ水商とσソ

定の閃挿と保ラ送信掛れて日る・ミ・ノ表落ちるところを光学的1窃や数すう毛η《∴

の潮マー跳敏：箸お納／、祈H・
とヲ4・夕身’1イ♂つ2ヲ皮｝まコマンド’によワ

ヲoo月♂あ／〃∂％振ウ変：調差力・げる

二と，，がこぞる6

1．6　実メ＝スデム

　已丁，S一工実験に周・4られるメ：也，上ニシス

テムばラrLl図にう弓σように．／0夙φ

アニデナを持・フ主受：三局，1ラ微：能酵，雨レ

ーダ，ヲ56rH8拳天空雑者温度刻定張　ごφる・↓れうの他に，出撃型置次長時

置（ラジオメータノ，各種気象測呑（気　　二型：アナロプレコーダガあソ，r長時1凹型L

湿。，湿コ度．気ノL，風向，風速，雨量）デ句　は畜7／遇何デー57をノ2トのテ’プに邊聚死

一タ処理．制御円計耳装置ρ’うなる・実記録すう♪とバこぞう。

，験・ラスデムのプロツ7タ㍗アプラム矛、　　二嵌う実，竣システムの整煽κちのく，

のず“ρ・つ愈瓢1分毎の雨量じし禰q定

値：と得うンε〆ご孕る。デ㌧タ処理・制

御用計算1雪辱I」．降雨レーダ用ピ髪信修

獅の2診があ‘ハ稲は下等御耀
を重・ζ博続敏，テ”一門々制御修害の

交・浜4ぽρ・ラィ．ンフρソニターぐカラーグ’

ラフィヅ7ディス70レー援勧彬便用
が’ ﾂ能なまう’・ε・ぞ嶋・ス．互・・稠

鞭lk・言置猟κ纐デーフ．葱解読使用
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牛L7図　　実験システムめプロツ7ダイアグラム

郵政省電波研究所鹿島支所配置図
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　　　　　　マクロ回線鉄塔（50m）

　　　　妊
コマンド
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　　　　∠　　メーターアンテナ

牛L3図　　実験施設配置図
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蔚ド酊慮レ彦毛のΨ．壽「しh二丁亙行っ　正確rめρ・みよクに5っ1そ。

π↓酵の例8あゲ耗　　　　　こ幽実験ラスデム獺・1ぐイ遡実験
（わミ門門径允デナ1・島・麓面菱行ラ場合の回線設計例2剃3表・・示

搬汐伽吻，翻，製1下，齪・・三主す．物コ鵤認証鯉フライ陀
懲払・κ・憶測£・・つ喫は4二二デ’レ喫上議二丁下館締♂’ノ恥

度磁勤特拠イ徊4・動廻こ4チ砿爾マづズ刎、本実験喋脅…
度1・フ・《も行・κ・叉．ア｝テナ詩準・の性勧・相当する・

め測定1・は地上コリメづ．ヨンの廻，ヘ

リコプター，偉r里電波め便：即し尺，　　　　1．7　実：験め・用

（Z）ノ云舞匿1・二三πる多・周表1星ノブめア　　衛星二丁上ヴ後ンみ種・リテスト～終之，4

＞テプξ妥働砿即死じβ実験へ可下記・咤縁験・・入・酒食二三矩

め改造8容易呵る納，阿亀勧楢攻時等乏勲田24時同ベースご実鮫ピ
紅夫レ新い試補行・κ。
　（刃　衛星ρ・う送イ吉・ざ才てる3皮のビーコ

ンの位相・曙ろ・ζ・・るρ・う1野上切受

信装置中ぐ相動位凋閑俸葱裾つこと・“’

ご⇒岨ぱ．衛星っ動ぞに」るド・／プラー

効孝耳Z髭担ずることがτ’や伝搬媒質1二

よ確桐への影響夫・う詑・・ビミる．

このkあ　して61「月冬ヌ，は：目．ダ6r”8切

受信電撃乃衛星の原周回数猶里レ．

二言葱全受信第の基準修号と（ケるような

劉謙置の御蛇檸用レκ。

⑪爾

行・ぞ乏斥，

　牙71．4表1＝争ずよう1（データほ主κ，

20∂帆54c毎にサニプワニグぞノ（．

1合毎1く取得で卍しる：データぐ．システムの

ステータス信考遣享ヒまとあぐ豪気．テ’フ0

ド記鎌・Kる・又．砕粛レーダの各種降

南ハ07一ンぽ，12分毎スば，1分毎に

ライニア0ソ♪ター，カラー7”ラフづッノ

デ’4スフ％一点凝リハードコピー磁

毛，，出山ミ妖う、

　二丁β一工実：験終了彼0β，βε，．た　醗働

④　ミ‘ノ表1こ」うア｝テナっ自動危尼　じ5切実険が行り戚るが，⊃れら・衛星め

　ノと行フκ。

（5ノ蘇職範持つ特恥蘭レー
ダ躍略し・降如ボ態ぬワ卸産‘・把

握ご’々う」うん9っ彦。

　㈲デー7はσぺぐ計草磯‘：よ・1収集

4敢，実験1窪厚則zしζ三人～’24．時下

二一する二εがごミる・工うにしな。

　（7，　房ワ六7型の雨量計二二用するこε1＝

よ‘m爾っ変勤状態が少5ψ面量のヒぞ・し

伝搬実」竣切データは竃妬彦号ご’↓りシ又

アムのデータ処」望柴置へ送らげし収享；処，」望

で比し・る。　こ姻、‘こよ　ワ1…Tβ一工芝ラ長工じ∂つ

ヒ奇るこれら二三計動に乃lrる伝搬実タ験

の実行げ一7剣縦統一的’・行クこ

ヒかぐ軸ぞる・

取得2融デー7ばM5チ㌧タの田
の時向変化とデー7回り相互肉俸バ把握

ζ”⇒　る・箪うぢXY’フ。oツノー；表：示（1ヨ：報ノ、

・一 P0一

ヤ1．3表　　回線設計例・

1．7GHz 11．5GHz 34．5GHz Spec．

Sat．eirp　　　　　　　　（dB血）

ooint．error－ @　　　（dB　）

28．0
i3‘．の　　0，1

46．0
iよρノ）　　0．5

50．0
i’タβ）　　1．0

c）lF陥　　　　亀

@　　　実趨1随

Parth　loss　　　　　（dB　） 188．8 205．4 214．9

Atmos．10ss　　　　　（dB　）
0．1 0．2 0．5‘

Rec．Ant．gain　　　　（dB　）

eeeder　loss　　　　　（dB　）

　41．0
iタ。、o）　　・3．0

59．8
i60，2）　　1．0

68．7
i69、7）　　LO （）こ実坦ll伍

Track．error　loss（dB　） 0 0．1 0．5

Rec．Power　　　　　　（dBロ1） 一123．0 一101．4 一99．2

Rec．Noise　Temp．（。K） 170（2） 860（6） 2000（9） （　）＝NF〔dB〕

Ant．Noise　Temp．　（OK　） 10． 20． 30．

Rec．System　　　　　（OK） 320．0 935．7 2083．6

Noise　Temp・
@　　　　　　　　　　　　　（dB。K） 25．05 29．71 33．19

Rec。Noise　　　　（dBm／Hz） 一173，55 一168．9 一165．4

Power　Dens．
@　　C！No　　　　（dB）

50．6 67．5 66．2

CW－mode　　　　　　　　（PI．1．）

P五1、B．W．　　　　　　　（dBHz） 27．0（500）
3’

潤D0（1000） 30．0（1000） （　）＝Hz

clN　　　　（dB） 23．6 37．5 36．2

PI、L　hold　limit二　（dBm） 一i48．7 一136．9 一133．4 C／N二2dB

Req．PI，L　皿argin　　　（dB　） 7．0 7．0 8．0

PI」1、　thresh．　　　　（dBm） 一ユ41．7 一129。9 一125．4

PH．　thresh．maτgin（dB） 1a．7（ユ2．o

§§51 26．2
e

AM－mode

AM　mod．10ss　　　　　（dB　）
一4．0

Req．AFC　loop　ho：Ld　S／ 4．0

工F　B。W．’　　　　　　（dBHz） 40．0 10KHz

After　Det．B．W．　（dBHz）
0． 1Hz

AFC　hold　limit　C／No 24．

AFC　hold　margin　（dB） 42．2
iタスタ

1・・回りデ㌧タ・・掃忍耐理・（鰍行蝋ひし
），、強い降七十薪タ手享自象4鮮の4手別写

デー　タ処∫望二導一ρぐf『テめ　淑＿、ぞ　レ亀う9　　これうつ

オフライ♪処∫望惹r計’箪時雨，プ0プラム

写に誤単バあ・ノ，実竣初期一時1昆，乱がめ

脈が∫鹸憐同・誕理とデ’一7卵岬が

　実子σ当初6刃・月何4予是，ごあフ．λが1

実蕨が碕調1こ行㌧り謬（丁重5攻孝rが’カぐい

る二面・・う．薇醗韻会伽各オ
面・・ウ延長η卑望があソ，’手同り実・険

としk。εじε計画。検討グ進み、：施誕
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風同・鼠毘・遅渡・葺度・雨量・λ涯 1分与

し多局の修i匠♪

計 両量（鎌路下心葵♪ 打留翻

整偏のスアジュー’レの昇細が響決きり延長

が可能ヒな・島6・欄・・う膚：咽実
琢≧卜占廷・長明六擢実竣乞レぐ単Fz倍に

ブ一白量が増しなと司う以上，の大芝ぎ憲

・鞄．持フ，

　　　　　　　　ETδ一工実験は衛星

　　　　　　　の成アクと相瞬3・ぞ予期

　　　　　　　以上4成畢西あゲぞ21ζ。

　　　　　　　　＄ll波衛星回線イ云搬実

　　　　　　験としぐ定常的峡翁
　　　　　　　二二凶1」千向ごチストヌ

　　　　　　　ィムがげ数∠ト碕直11を二二’乞る

　　　　　　塞度の嵩のものとぎ，1ζ。

　　　　　　衛星が据調《”あ凄に毛が

　　　　　　　カ、のウσ“．ナ也よ二老｝をE乙

　　　　　　　s実験‘こ改造：使円すうヌ・

　　　　　　，卑ρ・う実験～打’切うニヒ

　　　　　　　ば残・念ぐあδが，本実験

　　　　　　　は一痴堅肉っ統計データ2

　　　　　　　得謎・しみしろ・気象

　　　　　　状態ヒ伝搬特修の閃係の

　　　　　　把握，‘く重薫・と置のζ計画

　　　　　　　・吋のこあワ・隣雨レ
　　　　　　　一　タ”肝腎．勇区便しぞ　行つ　声く

　　　　　　実蕨13柞期の目的と露σ

　　　　　　　ろ’・充・餌成・挺得ぐミ

　　　　　　　た・昨与倉可は例与1ニゴ

　　　　　　　く瀬び’タ…硯と・・

　　　　　　　う隣繭ヒミソ授体搬將痒

　　　　　　　1＝つ”ぞ，予想以上の豊

　　　　　　　富なデー7～得δ二と♂

ご’つκ・又・診風が近14と孟1・診風鳥

の伝報痔’1生ばρ’ツピ5く、地上局切毘二

士：につ“ζ」し量董6経蕨2得イこ・

　対流圏Fおσる体二丁ツ生の他κ電離圏

この依隈将注ρ・うその1生質《心因’・つ“

之興ワ勅う結累乞得κ・↓訊らの中‘こま

予期しそ噂…！（発望ぐ働ほ成畢が

あワ．ヌ．2月15二三二上畔Eじ群よるミ帳準ミ　痴耀繰
　　　　　　　　　　　　　　　　　　切ヂ㌧ノ葱加之、統一錦F有効に利周すう現象等貨多．6データ℃含まれζのる。

　薙験の成畢ば次ぐとまとあら敵、府タト　るこ乞によツ他の老随亙詩ミみ経竣と成

樗会，醗会ζ”すぐ’．1撒夕く発表ぞへ物得髪歴こおごあろう・

部許鰍糎取獅徽・る・取　ε丁ε可ミ帳伝糠鹸・卿裡に
　　　得2訊rく脚大ぎデー7カ・ら今後更’・〃く

　　　の成皐が導：ミム乏畷3～’あうう。E丁β

　　　一工の鼠戸は彼1・続く衛星計勧の実験を

禽爾よ働靴’・行う舳高高毛のとぎ
　　　る～”あろう。

　矛L5表Kば1哩．在まご1ご計画あるいは

聚験ミれんミ1液準ミワ薦め知験輿望と

行ヵれ彦φぽ．，電波藍理局，宇苗叩発季

業曄ば萌ヒ砺劇イ轍臥図1季離
の方ぐ度π電；皮珂托杵阿の夕くの方翅

御7働力，御援目；ク1こ」る↓のごある・　あま

りKもうく、個々の彩乏あげることがで

ラ写回が、承々の胸にぱ1彰く刻言妖Zり

る。ぺ。・う慮謝め露差表すう・ヌ．ET’

s一工知蜘潭藺，実チr了ばそめ作茗の規

楳に比べ非草に少ぎの人員ぐ行陶・Kぞぐ

磯

拗周灘：ごあを諸・・勃磯ら刃・鳥泌詞能にしん姻四丁彫■
鋤にεて∫一正鍛ぱ岬躯・しま／石・δブ’レー物人劒蜘醐1こ
岨写計画ごある，下等更1こ乙β，β5．・玉葱池表する・

学15表．

ATS－V
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CTS

CO凱STAR

ETS－II

OTS

SIRIO

CS

BS

ECS

　る　ヰ

　4　　　　　　十　　　桑

実繍望ヒ便周周易皮下

　ユ5　　　　　　　　　　　杢

　十　　　　　　32
　　　20

　　　　　　　　　29
1・7　　　　 エユ，・5　　　　　　　　　　　　　　 34●5

、1∵8
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　　　工1　十
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÷
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2．　ア、ンテナ装置とその特性

　　2．1　辱～：ボ：とれた条」牛・

　貝召柔051」日脚火㌔、1三T5一工左．用いたミリヲ皮、

拳ミ・じ飾伝搬曳験妹めに藷杢／伽の

ヵでグレンア〉テナが塵島支タ1γk逮言下さ

れた。　ミリ∋皮一帯電波左用いる／0尻、綬のア

ンテナは世界一的にもイ列ヵぐ’サ慰く刹得、放

射指向性、交差イ齢皮識別度、アンテナ二

者温度尋の放射特帳ρ厨の充”の♂う有ミ

リ疲ビームの追臥高・・鏡面縮度師窟保

箸ど耀渡．の電気的機祇的樽町力岐現ざ

あしゐが言ナ画当初尺ヨ：な関いごヒ’ケノ尋力、ら6臼

イー守があ，た。また止末上．たア〉テナ

の特性の測定にも色々な問顯力ぐ老えられ

これも入3な！研究課題ぞあ）た。

　このアンデナには♪契のような条イ呪力く言果

’せう乳ていて、これを満たすためのアン

＝テナオ式の；検言寸ヵミ電気．牲有ヒ、；俄，械性能の

両面から行‘われ一た。

　（α）　　ET5一五：／正≡：C5’　共用

　アンテナ。）主辱！脅巨群は両属↑星．に対して

共用するか針が立てられた。従フて喫票

最小限の改造でEC∫1・用、・ら鳳ウ・つ

訴1f考了里ドダ寸して†！分、な’性．有ヒヵぐで暑弓4《しる方

式であみこと、受信専門のET∫証1・対し

EcS・で博日PA、　LNA耳のオ町君が’イ吏．用され，

るので保守、厘用上これらの機昭が沌上

1・固足さ幽しるのが望．ましいこと〕斉ゆ、らき吉

局4本（反均寸鏡を飼いた集束ピームィ云送オ・

：式のヵ弍乙ブレ．ンア．ンチナ・カぐ選．定．エれ，た。

このオ式は1司日寄にミ　リラ皮アンテナぞ闇題

ヒなる給電系：唄失、乏低ぐ才叩え層ろ斥のに

も望3しい。

　（の　う1翫鰍帯の共用

　　　　もへ　ET5一工一て1ま1・76・H】τノ　／！．5’（テ〃3／34．5（ヨトノ～

ヒ身k・常1く了畠たってし・る，司ラ皮数つく愉し・ら

Kるのぞそのための特別ゐ回天が・丈専

となる．全紳の皮をピームカ“イドで伝

送さ：せるの1δ、カ“イ｝この二二bぐフ支き，〈なり

すゴて視実悪ウでない　。　そこ　て“〃．56目z，

34．5　6目z　6り♪皮1δ　ビ ∠ヘ　カ“イ　ド　オ恥辱と　し

低飼ラ皮一は高周ラ三門のピームイゑ送1ミゼ才宅

ε」弓一え，・ない建うビームウエス｝・の｝司囲

Fり〉グアレイぎ置・・て分労する．。

の方武，JECSドも受添匪がれる。　またこ

－
桑
戎
心
爾
・
・

　
　
　
　
穣
、
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写・真1．　／0薇ア〉テナ⑦外観

一14一

　　　o）アンテナ吋〃．56H2，34・5　GHzいすKで

　　　も自動追尾て“きるよう求δ～られている。

　　　通恥ミ　波で糖追尾紅豪醐1・孝
　　　ミリラ皮．にδる追，尾1ミ切樒え、ら且そ）まう1ミ

　　　な，一（いる。

　　　　　（C）ミリ波．便吊

　　　　E丁∫一工、E（：Sともミリラ皮．達イ二二する，

　　　ミ　六感天涯’径アンデナぞ1一面の菊乍

⑳爾縮度・自重・熱歪・風一圧耳‘9る∫里想曲

　　　面がらのずれが友寸寸埼’性に尺ま三三多瑠を

　　　ボ　　
へ

　　　与てる・
　　　　ヲン9“ムな’多二面誤：差ド」る宵と・考3の低下

　　　7．｛3誤二巴∈伽∫）、波長とλとするヒ

贋、働

　　　　　　　　　27，dB一一685．8（皇λ） （ノ）

ぞある．例え，ガ34．56〃・で、∈＝杁25澗

ぞ1・ぞ・一脇5746であるが砧σ5鰍
になるとそr＝一2．又7♂8と急激ド低下す

る。直後／0脱のアンテナε又トレッケ八ρ

ネ｝レ液令・せぞど此だけの面精度ヵぐ実現，芝

れる・・妙縛であ・一三・＼oネ1レ弟本

訴、浸くい獅二部くの拍寸1ナ，割増し

垢｛寸け詞整王入、念ド行えば∈一訊25〃仇

αm∫）カけ分可能ぞあるとの見通し乏得

た。曳とイ乍担当・メーカ・も∈＝o．2例飢を目孝票

ヒずるとのこヒ．有（のビ’我々も意と3童くし

てストレッケリ・ρ，ネ）レを3長リ’合せるア〉テ

ナとするこヒ1てした。
　そ　の　 イセ　 、　　直ヨ1　♂軍垂至ニ　ノぐ7　風疋　 ’二耳客二　1ミ　　く茎　　ろノ鏡面　歪み

を，〕Q＜す蘇あ1，センフーハブま通常

めア．ンチナけり尺まくずる毎ビ機二三備造

都ビ’・いり波ま意誠した設計力ぐ永められ

民、・る。

　　2．2　アンチすの構成

　写真71ここのアンテナの外観、図1

に7．ンテナの構成を示す。

　このアンチ．ナ田島育ヒ．率言支言†の¢寛面イ彦

正カセグレンアンテナでマウ2〆トは全：

天指向型Az一既型式である。

　／1。56卜lz、34・5θHzのう皮はアン子ナで

受信ざ來た後、、4救1反射金苑ビームガ’イ

ド麺してイ説以一次ホーン1導・・

鼠る．一二鮒、一二としてにE／晒の・・。

　1↑1慧朧搬嘘

．審、；
／

　　　／　　、ll
　　l／　　、

　　　／1
鑑課監y
（　1．7　GHz　｝　一

　　　　　言
　　　　　強
　　　　　口臨

　　　＼＼1
　
忌

隈羊マー
　　　　lBe8皿Wave
　　　　　　　ロエ　　

　》
ユ1．5／34。5　GRz

Multi－fユa＝e　…｛o＝n

△
Σ
X

1L5　GRz

Mode　Coupler

△

Σ
X

34．5GHz

T哲ol　｝1◎de　Coupler

Polarizeご

1盆‘GK2

図1アンテナ系の構成
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ターンの対称性ヒ30d8以上の交差偏ラ皮
識別度王万窟イ呆するよう言｝ミ言†二44．たマル今

フレア庁・一ンが馳用いられている。

　／・76日zO）分波は図1に示すようにカ

セグレ占アンテナのビームウェストの周団

に8素子のくり：カルアンデナアレイと酉乙

置巨行。てい私こ姻ビ㌧却ラ。ス

トの径・破長1・比伊けることま剥卜した

ものでリングアレイの￥律と適し当1ぐ選．べ

ば’中；と通．るミリラ皮．、芝準ミリラ史4）ビームィ云

送にβ舟ヒんど影禦蓬与．えな、（。

　図2に〃，5酬zのビームウェスト襯の電

界分一布ヵぐ示1最ていゐ．ヘリ区員！ア．ンテ

ナの置かれた拉置・～は〃，56取のビーム

強度は一30dB以、下ド弓ってお・）、アレイ

のフ“ロッキンフ1くよるイ乞送＿イ員・夫：■な0．2dB

以、下　である・　34．56日zのピー∠，1ヨ♂リ：集

束i最て・・みのぞブ・。知グの影璽，6
無：ネ見て：聰きる。

　マ、レ今フレア才、一．ンに導ヵ’収た2ラ皮は’

そのマ灸　π・5（テHz　｝租ハイ　ブ　り、ソドラ望．ノ：かう細工動

路で触誤差零露（丁N。1モード）、主（右旋

円偏ラ皮）、交差（：左旋円備ラ皮）備，皮が取広

こ　6レし1ミ4多、、　34・56卜lz　T｝40電　モー｝1’｛鯉｝合遅1

でミお飾追尾誤差信号こ検品し、さ

らに円偏三二発・主漏・、0二丁乙通して主、

交．差円馬市皮バ取広芝赦る，

鏡面緕度の測足1妖項と45．f・r角ぞ行

敵7た。実i貝gB直わ、ら．オく〃）ら久アヒ左四L面繍プ隻

を表11・示可・衛皇運用イご了角（　045）で

｛鎮面縮度は。，25一例飢Rκ8以下1ミ取a

フている．

　その梗，、このアン子ナぞ牛i｝月払：的奪こ

と同フレネ1レ々負ノ或Fおけるアンチナラ則

足一のたあに副反身寸峯党が下ウ’らの9モ．一

ト・ント。一1レで鍾軸虜告．て可動で

之るように18って）、るこヒぞζある。

　2・3準ミ破、ミ破鍬ロ径
　　　　ア〉テナの測定法

準ミ1腋、ミ破帯下・径ア♪デナ

ではそ融．自イ本の鯛～楚・・しミることながら

それの耳寄っ電：翻し特4生ま正二黒に把握すみ

こヒバ各易ぞなく、イ当今’性が高くがつ

表」　鏡面精度実測値

　　　簡軌測定法照雨することは身瞠に重
　　　奪な戸訊自転ヒな7て㌧・ゐ。

　　　　一披ドこのような1司濫訴帯・のア〉子ナ

　　　ぞ1ぴ遽，方噂界ラ浸ll定．の目」乎とさ訳’るFγ・Ounhofer

　　　距下色RF　l8が有り大、乏〈なる。イラ’1えば’周

　　　ラ皮数：34・56Hど、　直径：／o復のアンう＝ナで18

　　　R。は23k肌’妬論ずる．このよう有・易舛

　　　に見，通しの感、、コリメー三，ヲンゴ智＝王f・昇るこ

⑳爾とは紐あ・困難であるうえ・ミリヲ皮と・也

　　　表ド沿。て尺気中と長距離伝搬重せk易

　　　令、入気の勧唇三の乱勧ぐイ乞搬埼性1・易

　　　壕与え、そ此・媛の潟アンデナラ身i定

　　　ド入り込．む追山となる．

　　　　ミ　リ波帯‡也」求局アンテナの唄Il定．法と　し

　　　て1δ

　　　　（α〉　衝皇電震と使。長直博づ二足

　　　　（レ）　遥＝呈巨蕾孟　（　フ　レネ1レ冷負∫或）　に　お1↑る

　　　　　ラ貝ll足二が’らの．シミュ．レー」ンヨン

　　　　（C）　亀戒二日雨い1ヒ利得の絶≠す測定．

　　　考が老えら眠る。以下簡単に利宅得失と

　　　述べる。

　　　　衝心左灰用ぞミれば（の18・最モイ一己忙

⑱

単位㎜脳s

El　anqle
90。 450

，fネル単体精度 0，124 0，124

）ぐネル据付精度
0．05 0，181

測定点数 384点、 112点
　　　　r！　、

�ｫ二二 0．07 0．09

総冶・面精度 0，151 0，237

嬉、・測定がぞ乏る．ま飼也・測史彦の

縮度と検討するヒヨの甚：乞隼ドなる。ただ

し一般1・‘σ衝星才丁上1デ後斥だろに衛皇の

言置ハρラメ’フ左ラ則定し7ヨiすれ1ご’る「うす覧’、

打上一rf前1て，一回し局ア．ンデナの牙吾’1生ε才巴：獲

しておく電叉＝辱わぐとらそ9。．

　ω1講便ぞかつ伝搬の影塚を’ト之く押「

えられる方法である．これにつ・、ての研

究ヵ出面と実験の両面力・ら電波肩究所で

・行われた。

　フレネ1レ領亥或1ぐあるラ皮煮がらネ皮5則定．ア

ンテナ｛ミ到来す　る電ラ皮．の堵F位荘目面偉ア

ンテナ閣ロ面上．ぞ1ま図3ド破線ズ示、す

まう1て羊そ呈．の2衆1てしヒイ列する放等勿曲面

と制、潮ロ中央部と端の御伽・天ま
な　イ立茅目差．が〉圭　じ　ゐ　。　　こ　の　ま　ま．ヲ則i芝す　れ．

’1ず求払よ　う　と．す　る　遽オ・界に　お　け　る　放身寸

埼寿4生とは大、き・な1「昂iり「が塾てきる・　このと

きカセグレンアンテナの副反鏡主鏡牽由

に；古フて　主反角寸’鍾ヵ、ら啓集れる才伺にめ

ずかに重勿がすとこれによって了ンテナ

の署イ瓦オ目面バi司図の実系兵とのよう1く憂イヒ，

し、つレわレ三ん原i・よる肉声面上朔止

相差とネ縮できる．理想的力tブレン

ア・ンラーナについての角年才庁き養i菜ミぞ1ま無了艮

蓬疲源、に豪爽し焔帳射鏡の位置力・ら

δ　1ざ1すす“ら　し　1ヒ場）イ》の　，荊［⊃面上．のイi、オ目

分布歪（r）（γ・：1コ口面」ピ羊f呈）iδ

　　　　　　　　　　一　 Arnp豊i電ud6

　　　　　　　　　　一一一W8ve　front

図2ビームウェスト部の電界分布

一一一ｨ

図3　副反射鏡変佃こよるフレネ’レ効果の補’償
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亜（・）＝4㎏δ｛（、毒論（，．，f（、需ξ（酬｝，

　　　　　　　　　　　　　　　　（2）

と輔・・こゼR一斐、f，・主及射鏡

・莫点距離、e：副及射鏡禽孟碑である．

従・下副反射鏡変位による等ノi湘面IJ三

嘆・は破線の放物曲面ヒ・δ＿致し恥の

ぞ完：全なli潤補償18行えないバ副反射拶寛

の征跳最直1選ぶと†蠣精度のヲ貝促
力ぐ『∫有旨　でもあ　ろ　。

　図4は諏幅・位濁が均一分布のカでゲ

レンアンテナド対し、剰得が最大Kをる
よ　う　そ1畠！1反痢寸¢童，⑦最適・変イ立　εOpt　　ヒ　こ　〃b　と

きの蓬L方響創得ゲら〃）利そ暑低下量△6・ξ

測紹巨離R。の劇数として示した鴫のであ

ろ・鞭図中の・彦ア画野趣べる・セ上

　　　　　　　　　　　　　　　むのコリメー♪：ヲンお」：び0へりコフクー芝

葺・て行弼たヒさの最適変位量の突唄・’

イ直で三里．一命t均蓄泉とよく一致していろ。

　
　
0

　
　
1

β
目
　
震
困

拭
老

　
　
　
　
　
　
　
5

μ
二
ω
9
ω
O
邸
．
【
山
ロ
引
耐
唱

舅
耳
拭
。

篭

1

亀

1　ムG（34．5GHz》
、

1

、　　　　　　　覇昌5m　　　　　　o

＼　　轄？葦eangle＝180

　、

、G》 ﾓ…
（11・5　　　　　　、㌔δ、

　GHz）　　　　　　　　、亀隔軸鴨、

4（穿＝0・2dB以下ぞヲ則，定ぞきる距離R。18

Frαunhofer　夢巨駕隻‘η　怜　　斥呈度ぞ　δv、　こ　と

バ結言衛ゴけられ，る。

　こ・〃）オ法1δあまり高い精度1ま旧記で

きないが種めて簡便で喫用的なオヲ亥て・

あみ。

ωの轍髪使うオ宏・846H・三宿ピ

の低い周波牧帯でσ確：iされ斥方莞で

　　　　5　　’　　　10
Distance　of　measuremen七R。　in㎞

10m　Antenna
for　ETs－1工　r

〇　三則定鳶、

　　ある・しη’尉く用・’ら嶋お才ぺ櫛爾
　　ア　ハ　，　タ　ウ　ラ　ス　ハ．　薯の　電ラ皮星■♂1司寝

　数とと毛ドフラヅクス屡度バ下り、ミ

　　　寂帯で【ま・・劉弱く徳る．まπア♪

　　テすビーム噛ド比べた里の拡が1）が㌧k：、

　　きくモの補正がにフ窒りしない。金星

　　、木星のよう㌃：惑星．はフラックス密度．

　　モ尺きく呈の拡がりモ、トご・・のでミり

　波算で1尊憎憎であみが・強度ヵ・ごあまり明

　確でないのと測油奇期ド拓，駒綬けう

　　めボ夢乱気・～ある。βT∫一五用／o旋アンチ

　　　　　　らロ　　　　　　　　　　　　　　　　　よサ　　　　　ナて‘8これらの｝里由ヒノへ’甲ユ：或低

　　　　　四四受信機ま備えて、％、、・ヒ

1．0　　　　　カ、ら’震Σう皮里王イ吏っ7たラ貝，L定」まチテ幽し

　　　　　な〃’・た・　　　　　　　峨働

0．5

図4髄副反射鏡変位δ。P。と遽方界網

　　　がらの利得低下量盃

賃
引
　
属
O
哨
”
0
コ
噂
ω
闘
　
膚
争
心
O

　2．4ラ則足されア…アンテナの

　　　　特性

測是は前節⑳と（b）のか玄

ぞ行れた。　（レ）のフレネ，レ冷負メ或

1・おげる測足て順約2。3k・鍛離

ホ．た工場（塵．畠共1司火力）の煙1

突を蛇h較正塔ヒして用いた坦li

足と図5‘・示すよう1・発振霧と

3周ラ皮鵜〔用個別のア．ンデナ王才蕎

Helicopter

〔Ant．／OSC．｝

図5　ヘリコプター乏用い1三アンテナのラ則定．

載し茨ヘリコプ9一植当な数ヵ所の，熱

に爪バリンブミせ、距離．ヤイ甲角を．変え1ヒ

測定ε行な・た。へりコフ．9一ま用い茨

測定の目的は測定距離左変えて実肢ます

る・とによ・て榊ぞ述べ矧1反射鏡変

イil二よるラ則定のヨ：里言命●をオ寅証することとう則

定5i≧のイさ車貝’1生ど万宜言忍することおよび馳鏡面

疎わみの影靴調べ献とぞあ，た．
　　（D　矛1｝得

　表2に各方法ぞ行われた給二二損失と
’含んだ牙’三二の才三二イ直と唄’1，定三吉果、左∫テ、す。

権門利得はアンテナ被三段菌ぞ見績られ

斥給電系：損失．、鏡面米且さドよる・龍率低下

、開。ブロッキング：尋左、差引、・た値で、

衛星左用、・な測定結果とδい一致：を昆セ

　　　　　　　　　　　　　　　　へており伺｛ぎ言支言†通．りのアンテナが実i現こ

振L・たことを襲づ’けて、・ろ，

。巧丁上、げ諭は約5・k帆禽径れ

1…1柔京電力のス愛突左較正

瘡として用いたバ＼この

ズ嫉の迩く｝・闘肋煙突

ヵぐあり、それによる肴叉舌し

が到朱疲の波面左令しして

いたようぞぐ1初め副反射

鏡の3次元一旬位置設定窄

ピー∠ヘカ繁イ　ド　の　反身寸鏡の言莫定＿王　　こ　のう皮

主使，て行勧た効二四1輔ヒウ鴨
られなz）、フブ…＝：o後ετ5一ユ［ぞ丁上げそ支r緯〒星＿

電ラ皮．と便。フてアンテナの萄司整乏’やり直一

しア…結果特性憾が侮り改著ご〔れ尺。こ

のこと国∋則定｝：裟メ蒐がア♪テナのラ則定に

とフていがに重辱ぞあみがと物語フて

　　　　　　　　　　　ミ　いろ。こ1ミで紹介するテ’ヲ博すべて

この三巴整後の毛のであろ’。

　衛呈左用いた剰得の測庭」＆3回行‘り

峠・華称よ・てのずウ’の鑑1・ある

ヵぐ1き1ご一足しアミイ適し’＝なフ噛て㌧、ろ。

　表2には同二二曾述べ斥畠11反射
鏡変：イ正1こよるフレ；ラト｝レ々頁メ或ドおけるラ則

定例力係猟て・喚・共融力・骸
を用いた疸がな’1擁い・の1謡臣離が近い

表2準ミ　波、ミ破輪利得（含給電順失）

堆定剰得 猿テ星＿・電ラ皮＿イ吏L用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

t搬篇雛；野
ヘリコ70クー’

周皮数
1977／4 ユ977／8 1978／3 Ro＝5．0㎞

dエ＝10．0。
書f：1玉1聖

買上較正

qo＝2．5㎞
dl＝2．78。

ユ1．5GHz 59．97dB 60．工4dB 60．1dB 60．1dB 60．ldB

34．5GHz 68．97dB 69，OdB 68．8dB 68．8dB 68，8dB 69．：L．dB 68．4dB

一18一 一19一



ため、昌II反身寸撹更イ五＿によっ一てくノ補’イ賞しき

靹い淘ロ面ヒ朔i狛誤．差・状きいため

と、考えられろ。図4がら言売みヒっ1そρ。自

2．5－k・ガ乙1こ」陽〔↑るFγu㏄噌hofer二手lif星ト0、らグ）低

下・量66＝o．548　ε加えると13ば衝星に

　　ものよるテ．一ダと一劣（する。

　次にヘリコフρクーとナ也上較正多苔ま用い

た畠り，反身†鏡斐～立．によるミリラ皮の嗅ll定一で、

多巨秀碓ヒイ甲山の工高一いによる・累多i響1こついて遡立

べる。

　図6（α・）囚／8以下のイ甲角で距離乏変え

勧易合の測足例ぞあ観図4ヵ・ら踊勘㌣

図6フレネル領域におげる34・5酬寒の矛閥

96

86

㊤
偶
咽
自
哨
邸
O

（a）イ㌫イτP角における距富色特’t生・

　　　O　正｛elicopt：er　（E1＝10）

　　　0煙突　（E1．2．78）

96

86

口
唱
自
H
賃
屑
邸
O

2　　　　　4　　　　　6
Distance　R。　in㎞

（b）イ写角．日割

9

㊤R。＝2．5～2．8㎞

σR。＝3．7ρ4。1㎞

8

士0　　20　　　36
　EI　in　degree

40

甚く有3につれ利得13上．る1δずぞある

バR。＝7κ帆で1ま逆に黛辺下？ている。

これ1すミ1）痕電波が欠気中をイ云搬ζる

距離ボ・長く有ろ，二つれ、吸収やラ♪ラ

レ　一　ニ　ヨ　．ン硲ビゼ某質の孝；多乏磐を：｝乏1ア　る　尺：

めヒ卜えら鉱結局このラ二二納1勅

該差と伝搬の問纈からこれ‘・13測定1・

直した距離範囲のあろ。ヒ。ぐめ，・る。

　　　　　　　　　ら　図6（り）1認巨離一足ぞ異る仰角1二お

ける余1得のデ1一：7であろ．距離．1♂ヘリ

コ　　フσ　；7　一　の　　！亦＼　，ぐ　り　　　ン　ク’1の　　ア孝≠≒　、　適＿　当　　7み　　目

漁ま選ぶ三門かくあフて、’全く1司一に，♂

ノ3　う　7』「0、　つ　たウマ　一爪ご　2，∫～．～・」》8」ヒ〃し　お

δ0ご3・7～4・f　碁（・飢の範団1≠〕のデ．一タ’∂

そ軋それ～司一距離のブし一フρ1・属する

ヒみなしてまヒあてあろ，有お距離二

足1・皮島支加・設置旅てい御三雨レ

ー飛使・て行9・た．仰角噂1得1・
‘∂日月らがドネ目｝亥1ヵぐ言8めら由し、窪ア角グ）菖；

い才〃ぐ茅ll得，ウマ高くやっていろ。　こ、れ，♂

イ監4ア角な侮ビ㌧鏡面〃）r…：の9ナバ尺芝く、

ミりう皮でr」そのケ0冥ミかぐ‘aっ芝リ　広てく

ることが9凌）〃、ろρ

　詩吉論ヒして、履2道図6ヵ・弓綱・う

♂うに副二二鏡変イ立1：♂るフレネノレ・領

域物剥定18置1促距離ξ直当ド逡べ｛ご

　　へす分㍉島・・精度一の測定＿が可質と，であり、こ

の二三同ゴ則定＿の簡イ更さヵ・ら実用的価1直

1♂尺要にメしさい。

　　（2）近．軸指向性

　図7（α），（b），（c）、（め1ぽ衝昆ま使フ

て量貝り定しブそ〃．56・卜1zヒ34．5（ラ月7にお‘ナ

る…t軸の湘掬び瞠指向性ぞあみ．和

1ノ

一20一

霞働

礁』《繭

多

指向1生のビーム幡・・〃56H。で’。。／8．、34．5

　　　　む6H・ぜひ・ζ、款差指向性・ヌ，レ軸は両

1司ラ轍十全1・一致して捌、ヌルデプ

ス1σ、、ず’糺℃404β以上ド僧，ている。

畠帳射鏡変位該ぞフレわ噸。或ドおい

て羽旨伺性の測定を行．たがサイドロー

ブ・上歯里・て高くなる斗升18概ね衛塁

を用いた測定データ‘・近、・ものが褐られ

ている。

dB
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一10

－15

－20

－25

－30

dB
　O
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－5

－10

－15

－20

－25

－30

－35

（α）　　ll．56・Hz

　　（3）　，広角指1司性

　の　　カ　仏自指伺性感，二上藪正．ウ苓・δりの‘霞……皮

乏円いてアンデナま鼻高オ向に走上し

て測定し鳥〃・56H・，34・5θH沸のサ

イド’ローブ’ヒ。一フ’てっいてCCエ．Rオ

式ぜ統言†処埋ぎ行田っ7そ二二、woゾ5オ

／・ツ・弓勢。工尺の騨二線の1ま
ぬ

億／〃4θイξ二いイ直に勺フている。

　砕）　交差傭］ラ皮特性

　　図了　近軸脂向性

Az♪汐一ン　　　　ゆ）目．5　GH。
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亀 o

（c）　34．5GHz　Azパターン’
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　測定鶴也上較正瘡ド設置された円偏波

埼性の蝕チなコルゲートホーン♂リ劇畠

し、／餓アンテナの主掬び交差侮皮端

子の出カレベレを比較して行わ匹み。そ
・の　詩壱里　、　　ピ　ーム　　中いご　分　　向　の　丈差傭】‘旧識易・1

度は／A56Hzで’334β、34諭6月～ぞ324Bで

あ．た。

　　（5）　アンテナ虚者・ラ温．度

　／・76・月ヌ　と　〃，5’6月三　は　Y一ファクララik、34、5

G・H7　にティヅケ青多ラ三ジ才メータ52…ぞ；則定．し

た　◎　衛呈．潅と用イ‘？角　ドユ違二い45。　．ぞ〃）∫直＿，8

〃酬7（ハイプつツド高力端ぞ）／42．κ，

〃．5’6月z　ぎ合電」あぞ57。κノ　34、56Hz　♂（合贋Z立砺

・ぞ　64。k　　で　ある　　。

　2．5　　おわ1）に

以上ET5一五型破のためド逮設．された多

周波数等「共1用／o捉アンテナの設計オ’針

、構成拐細面主能ドつ、・て迷べ．た

・導ミり波、測波紋用するアン
テナはぐイクロ波稀「のアンテナ’＝比べ

・て設計、製づ乍Bもとより狩性の測定等

ド難しい問題があり、兇れらま克版す

るために多くの研究關経凶贈であ，

フそことが：おわかりべ斥だ’アたごあろう。

　了見注L、こめア〉〒ナ鳳これに舌をく高

下馬丁信教映にその秀妹櫛とを†
！分＼1ミ発揮し・て教々の貴重なノイ孟才雷データ

左取得する中噸ヲ役割乏果して・・ろ・

　表31くこのアンテプ’の主要’性有と左ま

ヒ‘めて　この浄喬・を．終え　る。

表3ETS－II用10而アンテナの主辱性能

周ラ隻数
1．7GHz ll．5　GHz 34．5GHz

利得（含高山項失）
40．2dB 60．ldB 68．8dB

ビーム幅 ユ．10 0，ユ80 0，060
　維老二度．・（EF　45。．晴天跨

ﾜ給電損矢）・・

　1420K
iハイブリ。訟η端）．

570
j（給電端）、 640K

i給電端）・

交差偏ラ皮識別度 33dB 32dB
差バクー．ン　ヌ｝レテ呪フ9ス、

40dB 40dB

給亀狽失 　3．60dB
i1三軸線路）

0．7dB 0．7dB・

、　V．S。W．R。 1・2以下 1．1以一F 1ユ以下

鏡面精度’
主反射鏡（El・45。）0・237㎜・㎜・

對ｽ射鏡　　　　。・076㎜n・s

3，劉厳置とその特記

　　　　∂，ユ　　ま乏：が、き

　　　　三丁が一工力、ξヲ宣皇イ養さζれδ三ラ皮．ノ’7

　　　す〃2　，　ノ／・ゲ4乃タ　及多べ34，5－6ガ3　の　ピ’一

　　　コの脚ま，つの米晶発振器θ物
　　　ηぬ）を・｛亜整振器とし一定の壷ソ密沢

6軍こ〔働　萎タ〔劇イ寿…こ，こあ多亙、、｝こコ孟7一レ」レト7よ

　　　鳶暑z・あ3。さたその齢電力な

　　　E工尺Pz“〉乏4（ぞ㌦｝（z8L尻β凋、4、66～β岡，

　　　鉛幽と⇒鵬】，色、ゆべ1レ脇うll’

　　　衛星一偬上・周の宙液伝搬特性玄働則

　　　すうたあ1こな，三星三τ尺P　｝ま出家β

　　　帥痛、・レ酬レの方が惰豹で・掬〆

　　　，、偬ノ隅’蛎・と．のトレード！才フ：かうβ75一

　　　一正で’h志，工牝の送’信レ〈uレ1こ蛛庭之

　　　4した。日篠としマい3．ミリう皮34，5

　　　伽の伝搬痴・鳥肉マーソン20
　　　讃・肱1二二孫した・・と旬勃ラ
　　　，搭姦・用じ’一コン馨振器（乃5丁）反

，ム耀上灘二郷とぽ駁誘
備顧奴島た・構憾貿刀
　　　肩に癖」得了乙テデ之を用・1跨の絃

　　　1こ髪荏演う出家∂た・サ萄磯蔑イじまず

i　　誤たあ，ρβ7一な三…痩コと一レレトと

　　　レ，受磁残憾疹ア♪三田せ、働、

i　申、旬周回数（エρ、な一良1こな∂祷」・

　　　し7狭移鱗’化を図み。　手た局発尋1序

　　　含匂司一馨孤豫（年τ♪とし，后周濯

　　　教昂尚のイ嫡の茗しれベィ宴之さを愈

　　　力之ウラ肩、’⊃複計芝徽z・1弓d

　　　　更に商献愛化の簗nPβ丁の内

タ45’¢宥と／〃〈碗・彦易ε朋変調彫，三二

側ば1月戸ご有印の・伍摺伺理危覆：装受イ右牙駁’（ρ∠乙受

権駅）。㌔よリノ梅まZ・滞卿幅立渉知試めう耽

∂蒋考慮し乱この砲伝霰データーヒし・

董寧なるの｝畝ねβ・捌蝶震3府一・な

フで・、参。奪’蚕極力有カイしで乏多面自動的

に直尾三二数が炉心わδ案み歩か・局発心比

周回数右スレソゐ一’レド鋸棟1吉噛動的1・

砲牙1こノ三二之ヴ改り肩一こしマあ3。

　ここ．Z“懸、上諭め如く脅単に悟徴のあ3

この麹門下の簾研幽・当の1捌些零’・つ・

z轍老すみ。

　3．乙　叢置の簾域・

　才ヲ，1層，こ回踏庸廠・二二図2丞ず。ミリ

腋ノOMφ　ア乙アすで慶権2れ入日之耽姿’三

二ぽ’つ4・5鴫富民a・〃5鴨一葦τ・廊、主面牧

湾～命信暑ごΣ信託）、交差帰）二成分権彦（

x！倦易）及a・自動直屍字訳差イ宅多（」権疹）

であ多・また〃殊受稽入ヵ権易序主締
三冠、分荏珍で、あ湯。

　自動ノ直，尾応34．5（微及～臼・／∠5㍗血忌易の

どうタで6司能で，Zσ1」鏡心封左と・て

い書凌，　ヲ4・5隔卵　像が〃5一’朔8　凄擁瀦㍉ま

369ゲっの1司源数変硬器（吐）ま備え？

・ゆ．各吐の瀞綬力、ラ擬似衛星と臭なせ

5載正：叢置ヵ、ラ4）イ壱疹が・ヌ：イyチ　（≦w）、ξ

↑しマ入力され，受梅伶暑強震ま載正で三

観受樹錫の藪昂データー処理用秀薄
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　　　　To　tracking　Rec．　　　　　　　　　　　　StaIus　Signa1

回蹄橋呪概計図　井1～3陣麦働宅易，米レレ4：局蔀多．

　／4・〃〃2ノ・変硬芝暇た蒜易の一部

（Σ、△）感色尾髪・危積’・・入力芝栄，

彪のΣ、X権多｝言：狭昂概’こW波P乙4

貰三隅’及召・ハ内液髪・信門馬R入力芝れ

5。その出ヵ鷹・佑易ケーフ・1’レ’・よ

リ　〕安験；庁！餐。）ア’一ター処：理叢置ヘ

ノ伝送こ4（牧集処i理之嵌∂。局警霧多

芯購『肉誠’笈に強・・み7φ約疋な〃5魏

膨二一かヲ再鏡嶋と伺晴n，
四丁の孕振圖装数がノ7．ク㍑〃gX

6ニンノ06〃！碇藩ず王ニアーさ眠3。

寺た盾波権易向夙ひ・Σ一X向の位褐

変動も測昆2れ3。

　3。3　回頓智窟とその特徴

　34・5馳　の才ユ周ラ燦数変硬：器（ユ≦毛

撚）1四阿の後・伽レタ型Z・魚ん
ン掛ブト　・キN’リヤー　ダィ才一　ド　（5BP）

を用い屋李

1こより褒慢

損5㌔Jr〆βンへ

下を得で・、

3。また
〃’5「奇〃8　な

董ヵ布の引足

なサー払レ

ータ型・“ @霞働
転湾～5BDε

爾い44β玖

下の要慢嶺

を得7・5。

さた島肝管

成下務で噛

うしの周脚数となヨノ06〃2畜左ステップリ力

坤リーダイ才一ド左用・、ノ∫く所8帯寺ご血一下

しZ．・、う。更R彪借ずうてあ，食には：φ翻5押ラ

クターダイ才一ドZ・1匝．屠し前零の局発信多

ま得z・、3。

　（工），卍巴局発，二成’回路：

　牙ヲ，Z函1こCW）霞ア∠る　珂跨を・含あた局

発再歳回路の憎憎’図乏メす，この図で1劇フ

納象受権弗疹力、づ／〃6／∀〃8左再滅’す∂1易

ノ告を蒸しであう。ノ全・乙の受イ壱こ〃綜ノ，ク6塊ヵ、

づ／知傭，・餌勲曜3。ゼの下局発周波

敬に四教乞圭び，それあ神’うため，：亮，升

な∂独丁稚二二を用意・レ，ゼ戚箸の周三教

変動、イ五潤変蜘ま，，レ7咽蹄1・よリ打靖

ユ中t多，肩、1で，橋威・し？あ多05納，5曜2ε二三’

に・切替之3孝Rよリ／．7φノ8　カ、6〃∫φ惚

’こ再双雅易嫌（v’c）ぐ。）首変乏δれ3。

　勘霧なμ乙受イ鰍・・鵬物’レー7噂

伶

緬盤面藩玖’幅（屍♪z・一度が蘇定之

堪ら・三方狭くすれ⑪匿れ畜竃’rrc〃

が旧く臨マーゾしを得3事がで塙3。

　
　
　
職

　
　
　
鵬

才，～品瑠μ墨差鯉野砲姻

P石丁の短期周淑数二足度1ま当和島

土／o－7伽5阪　 ヒさ眠で・、た凄34、5・

研ぎZ監”磁・，、限3≠5励〆ZX〃ツニ6，9

k礎羅霞の～㍗∠藩域幅がり曙～であ3

うと老之た：が㍉図に添ず方彦Rよ・）

，工F　創ラ皮数ε鴬に一二1ミ二二ρo

（’ ^Ooo〃ぎ　言で・1疾節域．イ仁出雲た。

ρ∠乙彰繊幅も64燃とす堪ぼワ熾

に〔た場令1・比湿し約跡瑠マーシ・

ンがケなくなりL究3．ユ表）こ示す回

卑漏出倒肋345翰のP∠∠又レツ

％一1レドマーソン威Z6．か24こノ78

0｛B　と誠、ウし7し呑ラ牽になる5即

才3，ユ：表　回線鍍吉や例

ち降閑下畑測昆レンヂが少なくな5。キ双

図砺珈・よリ細説嶋肩職イ計図・て・、

5。

　（z），ハκラ度擾出沿路

　キラ．3図｝こ細波慶出回路の，構廠’図ま示

してあ参。　この三脚はうγ3。え暗中の月月一群乙

の／酬・分｝こ面当ず多回路であう。入力卸に

3舳波は．悉丁協枕下袈券Z・3・醜の偉
易左角・戴’♂参。周疇に／o，フ〃んを律のτ芦歪

易zqノ分岐し，ノ7リスタしレア’ン：スフリ・ミ矛一タて・・

栖リア動動12比・倒ず3ヲoo！なの変勧芝ヲoo

ぬヒ比禰被θ，／〃，ク〃18の刃彦とす3。

雛レ姻レのfT礎IMπClレーフ・のズレ吻
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一レドレベ・ルで震謬る。こ砧逐渇艇

《気㌶により！今Fご1し一7・の卑玖’噛を

ノ〃8まて喉蕗伽仁出門た．この時，

140卍田口ほ■　　　　ム【【）く　　　　10．7∋」昼｛z

聚翌酔

錨

AGC

300Hz　　B昌52H＝　　　　　　PSD

293HH8

VCXO

こ2て・速！vでv、3揖菌は晦警め降函量：を向

韻ドしZ・13勘・逮汗す帽凱瞬時に4㎞

の範動高径・で《4醐μ右の南が降・7

　　　　uう多｝守一破的に1ま考えヴ娠なq

　　　　ので「，月〃♪皮反〃・ωラ皮受イ吉珊を備

　コぽヨユむエ　む　 ヨ　ロエ

　∫

AFC

　「一『鱒『一一

PSD
　ψ

　LIM
A

『
掃

丁鼠3盆：．

MM

3騰

i・曾・3。OH・

ll、，、T．

；
1

　　　　　　　し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿一＿」

才3．3図．　ハ三口険〉良1司路

ク3コ表R示ず聯R4記ガの降下マ
ージ・ンが・得弓〔K，CW袈髪秀鴫R比

下し約／6ψのマージレが得同寸。

な碑3φo憺雨声再窟1さ，ノ，7φ塗髪猪

〃謁で1づアな・㌧ヲ4，5励胴髪1鰍・’

の差導翁思爵号としZ糠甲して・、る。

降繭｝・よう鯖麹な後輩Z・儲1しく甑

輪さ4tり〔♂～rぴあうが，あ1よイ『だへ

の劇縁があ蓉。④

　　　　　刈二τπ窪ム（4の

　34，5一研8z“は「獲ρ、24，ρっ＝！りozノ

汚～熔降痢ヲ二七（鰍帆！仇）、乙1寧爾夙’の

灘融（κM）．五丁ρ一五覆叛を凄有穿り高

倉∠24㎞、β（耳と秀塑と，ω
疲受信賄のマージ・レ∂6・z4βz・1’工

三会z7舶側！亮呑で・《隣爾さで1測足て“

乏δ窄｝こな3。尋方β〃〉虞墜下辮τ1

は42．24βのマージ’ンがあ3仇で艦尺

くと44酬晦μまτ・はう身腱公象呑。

3。

妬ことで，融ず御靹時の喫験
データーが脅ヴ4｛∂管であヨ。

芝弓】こ　急な孝に才3．ユ表ド示♂

蒜に滑イ錫じ宅湊潔の耶一五歴工
．RP．　，志5ρ三（二　、値（ま）、）　ヵNな、）r己キ3な

値を示しZ・1∂のZ“，i知こ天芝な．

爾療勧剃繭姻が褐弾て・・

　例乏1ざ’ω液後楕で錫3醜の降扇マージ

≧なう33幅玖の瞬二言z・㌧寺た舶三聖

づ宅時の女z夕・イβのマージンな弓姐5’㎝職μ

まで・・）遇唖良肩寵で・あ∂．．丁丁玖の1薩離ん㌻千

㎞ヒ板足したが，こ中’♂恥タイ7吸官季

獅｝こ改フZ6理なり，後章にマ祷遡ζ乏中3。

　旋う．Z豹・馴定データー刀腫髪勇を示しで

あ・く。

　　　才3．z表，二足データーめ艘類

APP●r飢U5

，一「

@o飢8

34，5GH星。。P・i．（Σ♪

R4・5GHzcr。55P。1《X
，1・5GH8c。P。1・（Σ）11．5GHξcro‘3　pol．

℃
B
E
ヨ
9
お
言
8
L
ゴ
店

t7GHz‘。　pol・　Σ：》

と
2
●
り
●
‘

34．5GH2co’cro55ph邸Odifl．

Pt5GHz　coノこro35　Ph邸8diI響．

P．7GH躍co’34．5GH2　COPh●偲di軒．

P．7GH2　co／11．5GHz　co　pha50　dill．

34．5GHz　co　pol．

R4．5GHI　cro55　pol．●
主
嚢
ξ
蓉
1
工
く

1t5GHz　coρol．

ﾎ．5GH2‘7055　pol，

1．7GHz　cσpo8．

11．5GHz　co！cro5塞pol，　Ph6，●d川．1
@　　　，一・

（ヨ），後信・信珍菰褄平門装置（cハ∠♪

ωム’才衛星と三門一つの寛三隅力、うの拷

易を豆楕1蕩幅し，互・・1こコヒーレ≧トな罹

易τ“あ承。を薇螺、吉衛皇周波数ヒ盆

4硯びう刀ズあう。誌面1び手動タム・

テ・一ター処理援置のコ』・ヒ・㍗ターヵ、

グり乞田ト・z賜テなう孕が2・量3・

　鞍正レベhレ寵励奪，345砺幽・

／／5’ 繧W象ぽ一9ρイ〃酬へ・一／ヲ04伽．

ノ，76侮系1三一ノノ∂4伽～一／女04外奪て“

z〆θステッ7。z｝’鞍正逐中L　3。手函X

ゆ魯残聯｝り綬儲レ蜘よ1）一4〃剃，＿tI
　　　偵・、しべ・・）τ・けなわ収3。

　　　　3、4　装置の特性

　　　　ω，周波敬：愛直上の時性

　　　　34一．5処々反ゑい〃5φγ2承の周恒数

　　　山添部ぐ才1一川x♪1年直立裳硬方ズz・1あ

　　　∂。（3チ’56〃跡卿レタ型μ／15ケ42ノナサ

　　　一　キュレータ　型），　ミ　ヤ　すダイ才　一　ドr‡

　　　58P芝用、㌧後段1・但癒着のノ17〃

　　　擁彰用（私．ノ4～一FET一月艇ρθV　＝～〃｛8，

　　　命2物）力強磁騨、総命砺とl

　　　z、Σ、x、」←（ンネ㌧レそ・πそ叩

、　　7》タ瑠（イ∠・庫値／oグβ♪ノ7；∫64β（Zo4の

陣7．7切（／。4の，肺〃∫鮪ノま紳

　　　乏隔れ5；3〆β（劒），あ7．えθ（64β♪，∫ア64灰64a）

　　　が・・得うれた．乃7研εりρ芦ノよ／勉βご勿勿

　　　z’1あ∂。

　　　　入出’力特惇応3チ51φ42俸用侍ΣノX

　　　同日4鯉レ牙1しで広カレベ・、レー6・賜

　　　～一／30〆伽の寵圃z・葺線淫が嶺〉・・

　　　≧《賄の出カレベ．四範囲博ナ／048w）

　　　一6｛ク〆伽・ぴあ》8　しかし，鋸ト千ヤレ斤

　　　1レ同z・それ》か曜又〃の艦の入出力め差

　　　が’あう。／∠5鮪謬用は入ガレベ’レ

一乃脇怖＿／ノ・4β諏禰て垂線→1主か喰く，瘡

イ々レ扉L）ヒも同一の騰性を干腎っz蟻｝。

　背3．3笈、＝簡液数回痩部の特・1些腕凄1も示

可．

　才3．3表，　問波数婁覆郁騎性耽辱，

ITEM 34．5GHz　MIX 11，5GHz岡lX L7GHz凹1X REMARKS

First凹IX　Diode GaAs　S．B．D GaAs　S．B．D ea⊂h　channe1

Conversion　Loss　　（dB） 〈5．5 く4 the　same　as
above

First岡IX　ba⊂k　stage酬P GaAs　FE丁A凹P GaAs　FET　AHP the　same　as
above

｝
　
　
一
　
一

First凹IX　back　stage酬P
@　　　　　　　　NF　　　（dB》

、1．9 即1．9 rL29 the　same　as
≠b盾魔

1 F至rst　Input　NF　　（dB） Σch：5．35 Σch＝3．6 Σch：1．7

△ch＝5．35 △ch：4．15 3

Xch：5．2 Xch：4．30

Input　VSWR Σch：遷，19 ．Σch＝LO6 Σch＝く1。2
7
　
一

△ch：L19 △ch：1．15

Xch：1．19 Xch：1．09

Output　VSWR Σch＝1．093 Σch：L10 Σch：〈L2

F
△ch＝1．058 △ch：1．08

： Xch：1．082 Xch：LO7
1

First凹IX　Section　Gain Σch：68 Σch＝68 £ch：70i （dB） △ch：65 △ch：68

Xch：62 Xch：68

才3．姻に幽レベw変動働・㈱後歯
崎性乞不、しであみ。
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3，λの3蝋肋釦こは入カレへ・Uレ・・

脅比し？紺・詞β圃愛動砺乞騨・

参。

　位和童動隊ヲ4・∫創2昂？“約工1度　4

玖内，〃妬〃縁で聰約工。、／鍍）囎セ

　　　　　　　　　　　　　　　　　ヨ｝・似ら昭・三崎33表1・が隻≡
　　　　　　　　　　　　　　　　ま縮象のイ立二丁掬信多霞出」腎め特寸’鞭暮
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　　矛ヲ・3表　・位狛局第信易殺敏瀞
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／

　A凹一PLL

　put　Frequency　　（剛z）
【nput　Impedan⊂e　　　　　　（　Ω）

Output　Impedance　　　　　　（　Ω）

Equivalent　「｛oise　B．W．　（Hz）

Threshold　Input　Leve1（dBm｝

　ヒ　ロヒし　り　　ぬア　　　　くり

儲器：：：：野田

pしし　しock　只ange　　　　　　（MHz〕

　マ　　まり　る

　：：。

500　　1000　　3000

－128．3　－131．3　－128．3

5V（dB　LInear）

O．01驚O．03，0．LO．3、

LO，3，0b10．0

30，3000

Lock　out
＋～．66曾一2。56

しにヒミロ

＋1∴7旦t　－1・93

ウ
．

　　るむヨ　ロる

　：1。

lOO　　　500　　　　1000

－130．5－134．3－13ξ．9

5V〔dB　Linedr）
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the　～a貿1e　o～　1eft

Lock　out
＋6．08．　一4．95

Lock　in
＋3．76，　一3，27

　　るむセ　む　る

　：：。

30　　　　　100　　　　500

嘔146．1　－14691　－142．5，

5V〔dB　しinear）
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the　same　δs　】eft

Lock　out
十〇．8！，一〇．83

Lock　in
争0．19．　一〇．24

’　1nput　Frequency　　　　　（腕HZ）

「nput　Impedance　　　　　　（　Ω｝

lOutput　Impedance　　　　　‘　Ω｝
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　才3、7観賄系総合入飾脚匪

61〈為

　　　　（3）、瑛桔矧良斥の入出力騰柱

　　　　才3、7図，。凄桔呆の総令入歩力特
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｝下穿末ド比へ・ノ・姻玖上改善騨

3。才3、4蘇）・この亀イ言漿置三門の

主塚入出が爵性の擁穿を示・マあ多・

　　芽3．4看，入出力特性の覆：字

ZTEH 34。5GHz　RX 11．5GHz　RX 1．7GHz　RX R別ARKS

Input　Freqロency〔GHz） 34．5525土3．5柵z 11．50875士1．15欄z L7050土170Kπz

1nput　Leve1　　｛d㎞） C冒：一90卿一131。3 C冒；。90勢一134．3 CH；一110騨一142 Lo罷r　U副t－τhre5hold

AH：騨90一騨148 A凹＝一110噌一153
』需vβ正し8．冒．

1叩ut　VSL取 く1．12 く1．1 く1．2

Fi蹴＝F　　　　（6版） 1．7050 L7050 　　　　・P．7050

S響く。nd　IF　　　棚z〕 140 140 140

Third　IF　　　　棚z〕 10」 10．7 10．7

Mse　Flgure　　（dB｝ εch：7．85 Σch；5．3 εch＝L9

Xch37．56 Xch：5．7

△ch＝7。72 △ch：5．6

Ga当n　Stability ま0．1dB／h 士0。1dB／h

ま0．3dB／day 土0．3dB！day

Input－Output　Unearity く幻．2dB く10．2dB 1叩ロtL●ve1
一90，一130d㎞

　3，5唖．　あ∠が．き

　三票の隻庸装置1・ついτ，特徴’

馬下反び蔚修箸Rっ・、ぞ選べ在が’，

εT5一兀’伝襯喫駿，2お…　’Zl等，降雨

時固まノ，7融和脚んと蝋鼠しな・・

尋た／／5一鞭系εイ肇権療震しない，

し〃・レ、輿疇の実験唄権て博34朗ぎ

余、ま％吻以ヱの白繭薮続計う

拶もあっ葎。≧の縛1こ婦中癖象を豊

弊噸拐、蘇、・アLタ詑取
得す各てミ撚1こ博，万」警再成を乃7ψ／9

寒あ霞、・応／み5一（奔4£爺で行な・、確彙

1こ局整町回乏復倫才多牽Z・1う・・分イ言1積

9獅あ∂ア㌧ターが取麟家た・

この馳呑蓬礁装置の，やラ・一応

ぎ壷風稗護計例2渡尉た畿定但で・
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　テLダー反びそのタ9理等につ・・7

、ま賢覧で蕾細な牧皆が’行なの桑弓左“
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4．軽雨強度分；布測定耗置こその牛寺性

　　　1．　はじめに

　　　　ETS－IL起始めとするノ連の衛星

　　　実、験Kおいて　ミリ波・準ミり波が使
　　　　　　　　　ノ
｝　用さ婦．こ紹の蜘賦山雨翻る
i　影響之強く受け3。衡星か；の電漁ま

：　地上が；見て三角約弓5一度という伝搬

繭紬・倒郷軌比上に曜
　　　計と設置しただけで「む婦ラ成衰℃瞬雨

：　　・量：の対庇左イ寸け・3くとカじ萱：♪ず’ゐ、しい。

　　　吃こで昭末］εrl与度K虐島支所K瞬・
　　　　　　ノ
　　　雨強三二馴定装遣（瞬回し一ダ）を
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　　　そσ）周辺の吟雨弦度を演ll定．寸客ζとに
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　　　ナの御角をほぼフk手にした状態で回」転

　　　しデー舛取得してい3が，諌で1ま
　　　畜・ゴfウF角電5皮イ云娩｛．路に沿う瞬雨σ）状》兄ぱ

♂｝〈為
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の制御左コンピュータ之用いて行・・，

勿モードのデータを収集寸3て　てにし
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　2．　漿置の橘成～＝和え，票

　　第1図は本装遇の全イ奉の系統を示：し

　プミtのて“　大男聞し’てし一ダ’天ミ　ィ云送系、
　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

　毎よぴデータ知理系よリ構成される。

　システAの性能玄平時、・示寸。

　（α）レーダ系

　　　　　　　　レーダ系・はアンテナ装

　　　　　　　置、7シテナ制御装置、

　1　　　　　送受信装本等か3構成さ．
　1　時計装置　　　 「れ一てち・リ　第2＿図にノk・ナ

　　　　　　　　　　　ノ
　　　　　　　形’で’管釦1センタり近くに
　へ

M嶺、ll惣臆，∵1

羅．PPI CGD
1物置

レーダ系 伝送系

匪
」

囲
，
騰

囲
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第・1図　システA系練図

直縫7慨のレF一三内に

3蝉のアンテナが納ま
フてい3。　アンテナσ）1ぐ

夕一ジは第3図の通，りてり

偏5［貯ぱ水、卑偏液，ビ㌧A

福は料面内で」・什魔

垂遭面内でL幅度であ
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第1表 瞬雨衣夜分布測定装置の性能

l
i
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q）シス私規格由・よ｛べ㌧般槍事書能 送受信装置
i

イ更用r翻ε皮麸…女　　　　　　　　5－330世二lD卜4H暑 尖頭出力　　　　　　2．…70kπ上ンk上． 1
｛葭大国知距離　　　　　look・踊以上（たプざし雁臭 1申量レス幅　　　　。．5μ舷 i

i
測降雨強度灼』魂で） 繰返し周壁数　　　『OO　Fr4 　

最遠：良知距葛西　　　300瓢以下 中向周波数　　　　ミ0期暑 1

斗均イヒへ。レス　　　32，以L 後づさ帯：域幅　　　2升H糧以千
§

ヒット数

i）1・・デL・θ恥得向帰2，∫o批↓汰下
聴増橘坐洲ク・dB以上嚇囲1。較
@　　　　　　　つてO・ケdB旅所

雨量強葭観測汗能董景’1・α1桝粗規

@　　　　　　　　最大19◎蝋！縦

雑者指数　　　　　『dB↓三下（ミ7サλ力立踪）「最ノ1後イ言愛カ　　　一JoldB漁駄下

l
l

（Z）し一ダ系

@アンテナ葉置

　　後信機転正　　　這隔操作戸倉ヒ

i3）伝送系 鈴
影式　　　　　　円形パヲ赤ごう

L効直径　　　約3肌
ﾎ攻　　　　フk平偏波利得　　　　　　芽OdB以上

伝送オ…℃　　　　直油漉式伝区イ諺　　　ビデオ儲∫同軸励“・し

Pつ畷　　灘静専用イ謙
ピーA幅（趣旨　　水乎，重直面内zモ1く半値桶）　　　　　　　　約1、5。 ㈹データ即理系
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次に述べるデ㌧タ処理系二二無理二
選1でへA結玉ヒ．ビ．デフヤィ言号玄ゐ・け令κ7

セノ　ノ＼2→二相柔窒してい國る●づ云送勺「一フい

しの長さは約lk軌であ’3。
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一36一

3．横能
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